
Ｇ空間行動プラン2021フォローアップ報告（案）の概要

Ｇ空間プロジェクトのPDCAサイクル

施策の実施

フォローアップ
（５年ごと）

フォローアップ
（毎年度）

地理空間情報活用推進基本法
（平成19年 法律第63号 ）

地理空間情報活用推進基本計画
（第３期：平成29年度～令和3年度）
（平成29年３月２4日 閣議決定 ）

Ｇ空間行動プラン
（毎年度）

（地理空間情報活用推進会議決定）

地理空間情報活用推進基本計画（平成29年３月閣議決定）に基づき推進する具体的施策について、地理空間情報活用
推進会議の下、毎年度、その実施内容をとりまとめるとともに、フォローアップを行い、計画的な推進を図ってきたところ。

令和３年度は第３期基本計画の最終年度に当たるため、令和３年度の実施内容（13件のシンボルプロジェクトを含めた
148件の施策）のフォローアップに加え、第３期基本計画期間全体（平成29年度～令和３年度：172件の施策）のフォロー
アップを行い、その成果を取りまとめ。

Ｇ空間行動プラン2021

基本計画に基づく各施策全体に関するフォローアップ報告として、令
和３年度及び第３期基本計画期間（平成２９年度～令和３年度）の達
成状況をまとめている。

第３期基本計画期間全体の総施策数 172件

内 令和３年度に実施した施策数 148件

第Ⅲ部 フォローアップ報告

基本計画において、重点的に取り組むべき施策として位置づけられて
いる１３のシンボルプロジェクトについて、令和３年度及び第３期基本
計画期間（平成２９年度～令和３年度）の達成状況をまとめている。

第Ⅱ部 シンボルプロジェクトの達成状況

令和３年度及び第３期基本計画期間におけるＧ空間プロジェクトのフォ
ローアップの概要をまとめている。

第Ⅰ部 フォローアップ報告の概要

資料１
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第３期 地理空間情報活用推進基本計画の成果

「Ｇ空間社会」の実現に向けて、Ｇ空間情報基盤の整備を進めるとともに、
官民におけるＧ空間情報の高度な活用、技術・サービスの社会実装を推進

準天頂衛星「みちびき」
４機体制の運用開始

スマート農業

i-Construction

衛星測位等

カープローブ情報

衛星・航空・モバイル等のセンサーから
高精度なＧ空間情報を取得

産学官の多様な分野にわたる
Ｇ空間情報を集約・共有 Ｇ空間情報の加工・提供

Ｇ空間情報の
流通・利活用のハブ

人流情報

海外展開

ドローン物流

安否確認

津波予測

国土を守り、命を救う 地方創生を加速

G空間情報センター

AI・ビッグデータ解析

新時代の交通、物流システム

多様で豊かな暮らし 世界に拡げる

高付加価値の
Ｇ空間情報の循環

自動運転

高精度ナビゲーション

・みちびきによる

衛星安否確認
サービスの運用
開始（H30）

・津波浸水被害
推計システムの
運用開始（H30）

・ダイナミックマップの
技術仕様策定（H30）
・自動運転車レベル3
の市販開始（R2）

・みちびきの受信機等
の小型化、低消費電
力化を実現

・農機の自動走行システム
の市販開始（H30）

・公共工事の３次元データ
を利活用するためのルー
ルの整備（R1）
・ICT活用工事の拡大
・３次元データの流通拡大

・屋内の位置情報
サービス提供拡大

・人流データの利活
用の推進

・電子基準点網のASEAN
地域等への展開

・みちびきの利活用促進
に向けた国際協力

・公開データ約６万件（R3）
・R3熱海土砂災害におい
て二次災害防止に寄与

・準天頂衛星システムの４機体制の運用開始（H30）
・センチメータ級の高精度な測位サービスの提供（H30）
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シンボルプロジェクト 進捗状況一覧①

シンボルプロジェクト名称 ＫＰＩ設定事項 目標年次 目標値 令和３年度達成状況

①準天頂衛星システムを活
用した避難所等における防災
機能の強化

準天頂衛星システムを活用した安否確認サービスの
構築状況

令和元年度 運用開始
平成30年度から
運用開始

利用モデル地域の避難所への安否確認サービスの
導入状況（都道府県数）

平成30年度 ５都道府県 ７県

全国における安否確認サービスの普及状況（都道府
県数）

令和３年度 20都道府県 31都道府県

②津波浸水被害推計システ
ムの運用

津波浸水被害推計システムの整備 平成30年度 運用開始 平成30年度から運用中

③Ｇ空間防災システムの普
及の促進

地理空間情報を活用した地図化等による災害情報
の視覚化の実装自治体数

令和２年度 15都道府県 47都道府県

南海トラフ巨大地震等による大規模な被害が想定さ
れる地方公共団体のＧ空間防災システム導入数

令和２年度 100自治体 107自治体

④高度な自動走行システム
の開発・普及の促進

ダイナミックマップの検証、有効性の確認
高度な自動走行システムに必要なダイナミックマップの
技術仕様の策定

平成30年度

大規模実証実
験での検証等
を経て、仕様

策定

平成30年度までに
仕様策定済み

※令和３年３月にダイナミックマップを
活用した自動運行装置を備えた自動
運転車（レベル3）の市販が開始され
た。

⑤準天頂衛星を活用した無
人航空機物流事業の促進

準天頂衛星を活用した無人航空機による物流事業
の実用化

令和２年度 実用化

準天頂衛星の受信機等の小型・軽量
化（サイズ12.5cm2）・低消費電力化
（最大2W）を達成し、準天頂衛星を活

用した無人航空機物流の実用化が可
能となる技術開発は完了。

⑥屋内空間における高精度
測位環境づくりの促進

屋内地図・測位環境が提供され、位置情報サービスが
利用できる施設数（関係機関と連携し、空港、主要駅、
競技会場などのオリパラ関連施設を中心に整備）及び
サービス提供事業者数

令和元年度
25か所で

５事業者程度
27か所
８事業者
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シンボルプロジェクト 進捗状況一覧②

シンボルプロジェクト名称 ＫＰＩ設定事項 目標年次 目標値 令和３年度達成状況

⑦G空間情報センターを活用した大規模
イベント来場者等の移動支援

人流を分析・利活用する民間による新たな
サービス提供分野数

令和３年度 ３分野 ３分野

⑧農業機械の自動走行技術等の開発・
普及の促進

ほ場内での農機の自動走行システムを市販
化

平成30年 市販化 平成30年に市販化済み

遠隔監視での無人システムを実現 令和２年 実用化 令和２年に実用化済み

⑨地理空間情報とICTを活用した林業
の成長産業化の促進

森林情報を共有するシステム（森林クラウド）
の導入自治体数

令和３年度 ５都道府県 27都道府県

⑩i-Constructionの推進による３次元
データの利活用の促進

公共工事の３次元データを利活用するため
のルールの整備

令和元年度 整備完了 令和元年度に整備完了

⑪中小企業・小規模事業者の研究開
発・サービスモデル開発の推進

シンボルとなるプロジェクトの累計数(支援数
＋事業化数)

令和２年度 ５件 ５件

⑫電子基準点網及び準天頂衛星システ
ムを活用した高精度測位サービスの海
外展開

日本の援助や支援によりASEAN地域で設置
あるいは運用される電子基準点の数

令和３年度 260か所 326か所

衛星測位サービス及び補強サービスの利用
可能な国数

令和３年度 ２か国

衛星測位サービス：アジア
大洋州各国で利用可能
補強サービス：実証を踏ま
えたシステム整備を実施中

⑬地理空間情報の循環システムの形成

地理空間情報の循環システムの形成により作
成・提供されるデータ分野数

令和元年度 10分野 10分野

地理空間情報の循環システムへの参加企業・
団体等の数

令和２年度 50団体 62団体
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【参考】第３期基本計画 シンボルプロジェクトの概要

第３期基本計画に基づき、Ｇ空間情報を高度に活用した安全・安心で豊かな社会（Ｇ空間社会）を実現するため、準天頂衛星システム
の整備及び機能性能向上等を図るとともに、地理空間情報活用技術による「統合型Ｇ空間防災・減災システムの構築」を始め、農業・
交通等の多分野にわたるＧ空間プロジェクトの着実な社会実装を政府一体となって強力に推進する。

国土を守り、一人一人の命を救う 新時代の交通、物流システムを実現する 多様で豊かな暮らしをつくる

地方創生を加速する G空間社会を世界に拡げる

◎以下のシンボルプロジェクトを含め、「統合型Ｇ空
間防災・減災システム」の構築に向けて、省庁間
連携、産学官連携の取組を推進
①準天頂衛星システムを活用した避難所等におけ
る防災機能の強化
・実用準天頂衛星システムの開発・整備・運用の推進

②津波浸水被害推計システムの運用
・総合防災情報システムの整備と運用

③Ｇ空間防災システムの普及の促進
・地域防災等のためのＧ空間情報の利活用推進

④高度な自動走行システムの開発・普及の促進
・戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）自動運転
（システムとサービスの拡張））

⑤準天頂衛星を活用した無人航空機物流事業の促
進
・準天頂衛星を活用した無人航空機物流実証事業

⑥屋内空間における高精度測位環境づくりの促進
・高精度測位技術を活用したストレスフリー環境づくり
の推進

⑦G空間情報センターを活用した大規模イベント来
場者等の移動支援
・地理空間情報の流通・利用の促進

⑬地理空間情報の循環システムの形成
・地理空間情報の流通・利用の促進

⑧農業機械の自動走行技術等の開発・普及の促進
・スマート農業総合推進対策事業
・スマート農業技術の開発・実証プロジェクト

⑨地理空間情報とICTを活用した林業の成長産業化の促進
・地方公共団体における森林GIS等の整備
・林業イノベーション推進総合対策のうちスマート林業構築推進事業等

⑩i-Constructionの推進による３次元データの利活用の促進
・i-Constructionの推進による３次元データの利活用の促進

⑪中小企業・小規模事業者の研究開発・サービスモデル開発の推進
・測位衛星やリモートセンシング衛星等を活用した中小企業・小規模事業者の革新
的なものづくりや商業・サービスの事業化を推進

⑫電子基準点網及び準天頂衛星システムを活用し
た高精度測位サービスの海外展開
・宇宙システム海外展開タスクフォース
・国際連携・海外展開等推進経費

⑬地理空間情報の循環システムの形成（再掲）

スマート農業

スマート林業
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